
為替週間展望＝ドル円は緩やかに上値を追う展開か

　　　　　　　　　　［６月１２日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    6 月 5 日～ 6 月 9 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  139.92   140.45( 5)    138.76( 9)    139.39   -0.53

ユーロ・ドル  1.0710   1.0787( 8)    1.0667( 6)    1.0779   +0.0071

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    32,265.17     +740.95     日本10年債利回り   0.438   +0.024

ダウ平均株価    33,833.61      +70.85     米10年債利回り     3.718   +0.027

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

１２日　米５月財政収支

１３日　英５月雇用統計

　　　　独５月消費者物価指数、独６月ＺＥＷ景況感指数

　　　　米５月消費者物価指数

１４日　ＮＺ第１四半期経常収支

　　　　英４月鉱工業生産指数、英４月貿易収支

　　　　ユーロ圏４月鉱工業生産指数

　　　　米５月生産者物価指数

　　　　米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ、１３～１４日）政策金利

　　　　パウエルＦＲＢ議長記者会見

１５日　ＮＺ第１四半期ＧＤＰ

　　　　日本５月貿易収支、日本４月機械受注

　　　　豪５月雇用統計

　　　　中国５月鉱工業生産指数、中国５月小売売上高

　　　　スイス５月生産者輸入価格

　　　　ユーロ圏４月貿易収支

　　　　欧州中央銀行（ＥＣＢ）政策金利

　　　　ラガルド総裁ＥＣＢ記者会見

　　　　カナダ４月製造業出荷

　　　　米５月小売売上高、米５月輸入価格指数、米新規失業保険申請件数

　　　　米６月ＮＹ連銀製造業景気指数、米６月フィラデルフィア連銀景況指数

　　　　米５月鉱工業生産・設備稼働率

　　　　米４月対米証券投資

１６日　日銀金融政策決定会合（１５～１６日）金融政策発表

　　　　植田日銀総裁記者会見

　　　　ユーロ圏５月消費者物価指数

　　　　カナダ４月卸売売上高

　　　　米６月ミシガン大学消費者信頼感指数速報値

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】ドル円は底堅い動きを見せそうだが、１４０円超の水準では政府・

日銀によるドル売り円買い介入も警戒されることで、ドル円は一進一退の動きが見込ま

れるとした。

　　　　

【６月のＦＯＭＣでは利上げ見送りか】

　２日発表の５月の米雇用統計では、非農業部門雇用者数は前月比＋３３．９万人と市

場予想の＋１９．０万人を上回った。雇用者数が予想を上回る伸びを見せたことで、ド

ル買いの動きに傾き、ドル円は１４０円台に乗せた。

株式会社 ミンカブ・ジ・インフォノイド

東京都港区東新橋1-9-1



　　

　週明けの５日には、５月の米ＩＳＭ非製造業景況指数が５０．３となり、市場予想の

５２．５を下回ると、ドル売りの動きが広がり、ドル円は１３９．２５近辺まで下落し

た。６日には手掛かり材料に乏しく、１３９円台でのもみ合いとなった。

　　

　７日にはカナダ中銀が政策金利を０．２５％引き上げて４．７５％とした。３会合ぶ

りの利上げとなる。３月と４月はそれまでの利上げの効果を確認するために政策金利は

据え置きとしていた。今回はインフレ警戒から再び利上げに動いた。

　　

　カナダ中銀の利上げにより、米国での金融引き締めが長期化するとの思惑が広がり、

ドル円は１３９円台前半から１４０円台前半まで上昇した、もっとも８日の東京市場や

ロンドン市場では、１４０円台前半までの上昇への調整の動きとなって、ドル円は下落

している。

　　

　５日の週は目立った経済指標なども少なく、次週の１３日の米消費者物価指数、１４

日の米生産者物価指数や米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）、１５日の米小売売上高な

どを控えて、ドル円は１３９～１４０円台で方向感を探る動きとなった。

　　

　ＣＭＥ　ＦＥＤウォッチでは、６月のＦＯＭＣでの政策金利の据え置き確率が７５％

前後、０．２５％の利上げ確率は２５％前後となっている。６月に利上げを見送り、７

月に利上げする確率は５２％前後となっている。６月のＦＯＭＣでは利上げを見送るも

のの、７月に再度利上げに動くとの見方がやや優勢のようだ。

　　

　ＦＯＭＣでは利上げは見送りとなる可能性が高いものの、声明文やパウエル議長の記

者会見に注目が集まる。今回はＦＯＭＣメンバーによる政策金利の予想（ドットチャー

ト）やＧＤＰやインフレ率の予想も発表される。１３日の消費者物価指数の高止まり、

政策金利予想や利上げの最終到達点（ターミナルレート）が上方修正されるようなら、

ドル買いの動きに傾きそうだ。

　　

　１３日の米消費者物価指数が大きく下振れしない限りは、インフレ警戒感は残り、利

上げ継続姿勢が示される可能性が高く、ドルの堅調な動きにつながりそうだ。また、日

銀金融政策決定会合では金融緩和姿勢の維持が見込まれており、円売りにつながる展開

となりそうだ。こうした中、ドル円は緩やかに上値を追う展開が見込まれる。ドル円の

目先の予想レンジは、１３７．５０～１４２．００円。

　　

　上記以外の今後の日米の経済指標やイベントとしては、１２日に米５月財政収支、１

３日に米５月消費者物価指数、１４日に米５月生産者物価指数、米連邦公開市場委員会

（ＦＯＭＣ、１３～１４日）政策金利、パウエルＦＲＢ議長記者会見、１５日に日本５

月貿易収支、日本４月機械受注、米５月小売売上高、米５月輸入価格指数、米新規失業

保険申請件数、米６月ＮＹ連銀製造業景気指数、米６月フィラデルフィア連銀景況指

数、米５月鉱工業生産・設備稼働率、米４月対米証券投資、１６日に日銀金融政策決定

会合（１５～１６日）金融政策発表、植田日銀総裁記者会見、米６月ミシガン大学消費

者信頼感指数速報値などがある。

　　

【ユーロドルは上昇基調で推移か】

　５日以降は安値圏でのもみ合い後に上昇に転じている。５日には欧州中央銀行（ＥＣ

Ｂ）のラガルド総裁が「インフレ圧力は依然として強い」と発言。独連銀のナーゲル総

裁が「インフレ圧力はあまりに強すぎる」「さらに数回の利上げが必要となる」などと

発言して、ユーロドルは１．０７台前半まで上昇したものの、上昇は続かなかった。ユ

ーロドルは６日も７日も狭いレンジでのもみ合いとなった。

　　

　８日には米失業保険申請件数が弱い結果となったことで、ドル売りの動きとなり、ユ

ーロドルは１．０７台後半まで上昇を見せた。２１日移動平均線を回復してくるなど、

堅調な流れを見せている。

　　

　１５日のＥＣＢ理事会では、インフレ抑制のために０．２５％の利上げに動くとの見

方が見込まれる。理事会後の記者会見ではラガルド総裁は高いインフレ率への警戒を示

すとみられる。ユーロドルは５月の上旬以降、６月のはじめまで下げが続いてきたこと

で、売り一巡感から上昇基調で推移するとみられる。ユーロドルの目先の予想レンジ



は、１．０６５０～１．０９５０ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、１３日に英５月雇用統計、独５月消費者物

価指数、独６月ＺＥＷ景況感指数、１４日にＮＺ第１四半期経常収支、英４月鉱工業生

産指数、英４月貿易収支、ユーロ圏４月鉱工業生産指数、１５日にＮＺ第１四半期ＧＤ

Ｐ、豪５月雇用統計、中国５月鉱工業生産指数、中国５月小売売上高、スイス５月生産

者輸入価格、ユーロ圏４月貿易収支、欧州中央銀行（ＥＣＢ）政策金利、ラガルド総裁

ＥＣＢ記者会見、１６日にユーロ圏５月消費者物価指数などがある。
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